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論文内容の要旨

生産企業における在庫構造特性に関する研究

企業活動を継続、発展していくには、社会状況に応じ

て企業の外的環境や内的環境を絶えず把握し、その時代

に合った独自の経営戦略に基づいて、企業運営しなけれ

ばならない。生産システムの観点から見ると、製品の価

値条件と言われている品質、時期・数量、コストを要求

目標に対していかに実現していくかが経営課題となる。

近年、経営課題のーっとして時期。数量に直接関係があ

る在庫に対しての考え方が注目されてきている。在産は

生産システムの中では無在庫が目標とされてきているが、

ジャストインタイム(J1 T)生産システムの有効性が

実証されて以来、特に、その考え方が強まってきている。

J 1 T生産システムは業種や大小を問わず普及し、その

考え方は欧米にも広がりつつあり、企業体質強化の強力

な管理システムとして受け入れられてきた。しかし一方、

多くの企業では外的、内的環境の制約を受け、在庫問題

が経営を圧迫してきている。特に中小企業でその傾向が

強し、。

このような状況の中で、企業は顧客満足の立場から製

品を提供する必要が生じてきている。これは、顧客ニー

ズの多様な要求、短納期化が大きく影響しているからで

ある。しかし、企業側から見れば多様な要求、短納期化

は多品種少量化生産となり、設備、人、材料の面から複

雑な生産をしいられる。顧客の要求を満足するために、

企業は経営方針に基づいて、企業が有する特性や設備、
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人、品質などいくつかの条件と、生産状況、出荷状況、

部品納入状況などの条件を考慮して在庫水準を決めるこ

とになる。在庫は、企業にとって多くの問題点を吸収す

る調整弁の機能を持ち、日常の生産を維持する活動に寄

与している。

しかし、在庫がどのように生産活動に寄与しているか

を正確に把握することは難しい。それは、外的な条件、

内的な条件など生産活動で生じる種々の問題が在庫との

関係で複雑に影響し合っているからである。そこで本研

究では、生産工程における在庫構造特性を捉えるための

基本要因を整理し、企業特性にあった在庫削減方策の有

効な意志決定支援資料を提供する。

第1章は、研究の目的を述べ、研究の背景と本研究で

の在庫のとらえ方について述べる。

第2章は、在庫発生構造の枠組みを作るための基礎資

料として、予備調査を実施した結果について述べる。中

小企業の製造業管理者クラスに予備調査として、記述式

で回答を得た。素材在庫を「自社内で加工が加えられて

いない部品や材料」、工程間在庫を「素材在庫に加工を加

えたが完成するまでには至っていないもの」、完成品在庫

を「工程間在庫に更に加工を加え出荷待ちのもの」と定

義して調査を行った。

予備調査の結果から、在庫構造特性の基本要素として

「企業内部からの要素」と「企業外部からの要素」、「企

業の努力によって変えることができる要素」と「企業努

力によって変えることが困難な要素」の4つの要素が存

在することが明らかとなった。

第3章では、生産工程の一連の流れを考えるために、

連関図を用いて在庫発生要因の相互関係について述べる。

また、導かれた外的要素、内的要素を用いることにより

整理を行った。更に、在庫発生要因の文章構造に着目し、

「対象」と「結果Jとし、う形で表現した。その結果、「外

部条件」、「内部条件J、「問題J、「目標」としづ在庫発生
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要因の基本項目が抽出できた。この4つの在庫発生要因

の基本項目を用いることにより、企業の特徴を整理する

ことが可能となった。その結果、「外部依存型j、「内部問

題型J、「目標志向型」の3つの基本タイプが導き出され

た。

第4章では、生産環境からみた在庫構造特性として、

3章で示した在庫発生要因の基本項目を更に発展させ、

「外部条件」、「外部問題」、「内部条件」、「内部問題J、「維

持計画」、「改善計画」の6つの項目を用いて、 4つの在

庫基本構造領域である「戦略領域」、「外部影響領域」、「問

題内在領域」、「環境影響領域」の提案を行った。

第5章では、時系列環境からみた在庫構造特性として、

予測度という新しい尺度を導入した。また、在庫発生要

因を「問題」と「企業行動」とに分け整理を行った。在

庫発生要因を時系列の問題ととらえ、 2つの在庫問題パ

ターン「現象出現型J、「目的設定型Jを定義した。この

2つの在庫問題パターンに対応する中小企業の行動とし

て3つの企業行動「現成維持行動」、「事前対応行動」、「目

的設定行動」を定義した。そして、中小企業がどのよう

な考えで、在庫を持っているかを調査し、在庫発生要因を

分析し、数量化三類を用いて予測度からみた在庫基本構

造領域の提案を行った。

第6章では、リスク環境からみた在庫構造特性として、

リスク環境から在庫がどのような不安から増えるのかを

検証した。影響度と予測度の関係を調べ、自立企業と下

請け企業との違いを明らかにした。そして、因子分析を

行し、リスク環境からみた在庫基本構造領域を提案した

第7章では、第2章から第6章までのまとめと、今後

の解決すべき課題について述べた。

審査結果の要旨

この論文は、経営課題のーっとして重要視されている

在庫問題を取り扱っている。ジャストインタイム (JI 

T)生産システムの有効性が実証されて以来、生産シス

テムの中では、無在庫が目標とされているが、多くの企

業では外的、内的環境の制約を受け、在庫が経営を圧迫

してきている。本論文では在庫構造特性をとらえるため

の基本的要因を整理し、企業特性にあった在庫構造削減

の方策の有効な意志決定支援資料を提供しているもので

ある。

企業活動を車齢克、発展してしてには、社会状況に応じ

て企業の外的環境や内的環境を絶えず把握し、その時代

に合った独自の経営戦略に基づいて、企業運営しなけれ

ばならない。 JI T生産、ンステムは業種や大小を問わず

普及し、その考え方は欧米にも広がりつつあり、企業体

質強化の強力な管理システムとして受け入れられてきた。

しかし一方、多くの企業では外的、内的環境の制約を受

け、在庫問題が経営を圧迫してきている。特に中小企業

で、その傾向が強い。

このような状況の中で、顧客の要求を満足するために、

企業は経営方針に基づいて、設備、人、品質などいくつ

かの条件と、生産状況、出荷状況、部品納入状況などの

条件を考慮して在庫水準を決めることになる。在庫は、

企業にとって多くの問題点を吸収する調整弁の機能を持

ち、日常の生産を維持する活動に寄与している。しかし、

外的な条件、内的な条件など生産活動で生じる種々の問

題が在庫との関係で複雑に影響し合っているために、在

庫がどのように生産活動に寄与しているかを正確に把握

することは難しい。そこで本論文では、生産工程におけ

る在庫構造特性を捉えるための基本要因を整理し、企業

特性にあった在庫削減方策の有効な意志決定支援資料を

提供している。

本論文は7章から構成されており、第1章は、研究の

目的を述べ、研究の背景と本研究での在庫のとらえ方に

ついて述べている。

第2章は、在庫発生構造の枠組みを作るための基礎資

料として、予備調査を実施した結果について述べている。

中小企業の製造業管理者クラスに予備調査として、記述

式で回答を得た。素材在庫を「自社内で加工が加えられ

ていない部品や材料」、工程間在庫を「素材在庫に加工を

加えたが完成するまでには至っていないもの」、完成品在

庫を「工程間在庫に更に加工を加え出荷待ちのもの」と

定義して調査を行っている。

予備調査の結果から、在庫構造特性の基本要素として

「企業内部からの要素j と「企業外部からの要素人「企

業の努力によって変えることができる要素Jと「企業努

力によって変えることが困難な要素Jの4つの要素が存

在することを明らかにしている。

第3章では、生産工程の一連の流れを考えるために

連関図を用いて在庫発生要因の相互関係について述べて

いる。予備調査の結果より、在庫構造特性の基本要素と

して「企業内部からの要素Jと「企業外部からの要素」

が導かれ、連関図から内的要素と外的要素に分けられる

ことを明らかにしている。調査は、回答者の暖昧さを少

なくするために、在庫発生要因の定形化を試みている。

在庫発生要因の文章構造に着目し、「対象Jと「結果」と

いう形で表現することにより、 3つの特徴を見つけだし

ている。 3つの特徴を使って、「外部条件」、「内部条件」、

「問題」、「目標Jという在庫発生要因の基本項目を抽出

している。この4つの基本項目を用いることにより、企

業の特徴を整理することが可能となり、「外部依存型」、

「内部問題型」、「目標志向型」の3つの基本タイプを導

き出している。

第4章では、生産環境からみた在庫構造特性として、

素材在庫に着目している。これは、生産工程では素材在

庫、工程間在庫、完成品在庫の各段階に影響を与え、“も

の"が一連の流れによって生産されているためである。

素材在庫の特徴を把握するために、数量化三類を用い、

「企業外部からの影響、内部からの影響を表しているJ
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軸と、「計画的に在庫を抱えている、予測困難なために在

庫を抱えている」軸とを示している。 3章で示した在庫

発生要因の基本項目を更に発展させ、「外部条件」、「外部

問題」、「内部条件J、「内部問題」、「維持計画」、「改善計

画Jの6つの項目に基づいて、在庫発生要因を 31要因

に層別している。そして、 4つの在庫基本構造領域で、あ

る「戦略領域J、「外部影響領域」、「問題内在領域」、「環

境影響領域」の提案を行っている。

第5章では、時系列環境からみた在庫構造特性として、

予測度という新しい尺度を導入している。また、在庫発

生要因を「問題」と「企業行動Jとに分け、整理を行っ

ている。これは、在庫発生要因を時系列の問題ととらえ、

2つの在庫問題パターン「現象出現型」、「目的設定型」

を定義している。そして、 2つの在庫問題パターンに対

応する中小企業の行動として3つの企業行動「現状維持

行動」、「事前対応行動」、「目的設定行動」を定義してい

る。そして、中小企業が在庫を持つ理由を調査し、在庫

発生要因を分析している。数量化三類を用いて、「条件対

応領域」、「問題探索領域」、「条件受入領域J、「問題明確

領域」としづ予測度からみた在庫基本構造領域を提案し

ている。

第6章では、リスク環境からみた在庫構造特性として、

リスク環境から在庫がいかなる不安要因から増えるのか

を検証している。影響度と予測度の関係を調べ、自立企

業と下請け企業との違いを明らかにしている。そして、

因子分析を行し、リスク環境からみた在庫基本構造領域の

提案をしている。

第7章では、第2章から第6章までのまとめと、今後

の解決すべき課題について述べている。

以上のように、本論文は、生産活動を行う企業にとっ

て内的条件、外的条件などから生じる問題と在庫との関

係について、在庫発生要因を定形化し、いくつかの側面

から検討している。これらの結果より、企業特性にあっ

た在庫削減の方策の有効な意志決定支援資料を提供する

ことが可能となった。また、在庫発生要因を時系列の問

題ととらえることによって、在庫問題を 2つのパターン

に分け、それに対応する企業の行動を3つ定義している。

この時系列的に問題をとらえる考え方は、一般的な企業

内問題にも適応可能性であると考えられる。

以上、本論文を審査した結果、博士論文として的確でド

あると判断した。

(受理平成13年 1月26日)
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